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「季節の移り変わり」 ニュース番組で群⾺県の最⾼気温が放送されているのを⾒て、今年も夏が来たなあと感じます。とにかく暑い。仕事中も額や背中に汗が伝うのを感じながら働いています。 ⼩児の利⽤者様はただでさえ熱が籠りやすい⽅が多いので、これからの季節はより体温調節に気を付けたいと思います。しかし夏と⾔えば、⽔遊び、お祭り、花⽕など楽しいことも多いです。夏の楽しい思い出を利⽤者様にも届けられるような関わりができたらいいなと思います。          看護師 前原

「⾯会」 ライン⾯会ではお世話になっております。⽉に⼀度の特別⾯会がもっと増えるといいですね。ですが、インフルエンザやコロナがまた増えてきていますね。ライン⾯会では、お家の⽅と利⽤者様がゆっくりとお話できたらと思っています。ですが、電波が悪く繋がらなかったりする時もあり、⼤変申し訳ありません。 今年の夏は暑くて外に出られませんでしたが、これからはだんだんと涼しくなってくるようです。お外で散歩をしたり、ライン⾯会ができるといいなと思ってます。お家の⽅の声を聞いた時やお家の⽅のお顔を⾒られた時の利⽤者様はとてもいい表情をされます。これからもよろしくお願い致します。             保育⼠ 榊原

「あつい」                       暑い・熱い・あつい・・・窓から外を眺めると、晴れ晴れとしていてとても気持ちが良さそうで、散歩でもと思うのですが⼀歩も外に出られない、そんな⽇が続いてリビングで過ごす⽇が多くなってしまいました。しかし、そんな中だからこその光景に気づくことが出来ました。 短期⼊所ユニットには⼩児から成⼈の⽅までいるので、その中で成⼈の⽅が⼩児の⽅のほうを向いたり、声に反応していることがあるように感じました。スタッフには引き出せない表情や感覚を異年齢だからこそ⾒ることが出来たのかもしれません、これからは可能な限り様々な⼈が関われる様に⽀援・介助していきたいと思います。
          保育⼠ 平尾

〜病棟便り〜
「直接⾯会」 厳しい残暑が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。 コロナウイルス感染症の流⾏からおよそ3年。この間は普通だった⼈との交流が禁⽌になり、とてもつらく厳しい時期を過ごしてきました。今までにないオンラインに頼る⽣活。そしてオンラインでのLINE⾯会が始まりました。利⽤者様の元気な様⼦をご家族様に伝えたく努⼒してきました。なかなか電波やWi-Fiの状況による影響でもどかしい時もありご迷惑をおかけして申し訳ないこともありました。 コロナ感染症の状況が落ち着いているようであれば、10⽉には直接⾯会が予定されています。今から利⽤者様とご家族様が楽しみにされている私も嬉しく思います。このまま順調にいく事を願っています。もうしばらく残暑が続きそうですが体調を崩しませんようにお気を付けください。        介護福祉⼠ 櫻井



「⽇中の様⼦」 梅⾬が明ける前から、暑い⽇が続いておりますがいかがお過ごしでしょうか。 榛名⼭の中腹より移転をし早いもので丸⼀年と少し経ち、⼆度⽬の夏をここ浜川で迎えます。 移転後、各ユニットのテレビは、ディズニーチャンネルやネット動画などが⾒ることが出来る様になりました。歌番組（童謡・演歌・ちょっと懐かしい昭和の歌謡曲…）やアニメ、スポーツなど利⽤者様の興味のあるものを⾒て頂いています。⼀緒に歌ったり、笑顔で楽しそうに視聴されています。また、夜は、⼼穏やかな安眠につながればと思い、ヒーリング⾳楽を流したりしています。 暑さもこれからが本番です。今年も暑くなりそうです。ご家族の皆様もくれぐれもご⾃愛ください。          看護師 加部

「安⼼安全で楽しみのある         ユニットへ」 今回は、皆様に2階Eユニットのご紹介をさせて頂きます。さわらび医療福祉センターでは、個別⽀援に⼒を⼊れており、Eユニットでもその実践に⽇々取り組んでいます。2階Eユニットは、開放的なリビングに⼤きな窓、明るい雰囲気の中、利⽤者様お⼀⼈お⼀⼈が思い思いに過ごされています。 天気の良い⽇には、屋外を散歩したり、トレーラーに乗って外の景⾊を楽しむこともでき、普段と違った環境に思わず笑顔が溢れワクワクした様⼦も感じ取れます。もちろん、⼤きな窓からは、近隣の公園や新幹線が⾒える素晴らしい環境です。 ⼀⼈⼀⼈の特性や個性、可能性を引き出すケアをチームで⾏います。チームメンバーには、利⽤者様を中⼼に、それぞれの専⾨職の知識、技術が集結しその⽅のできる事や本⼈が好むもの、興味を持つことを幅広い視野を持って提供しています。できる事や楽しみが増えると視野が広がり⽣活にも変化が⽣まれれています。 Eユニットは利⽤者様も職員も笑顔になれる明るく楽しいユニットです。       介護福祉⼠ 早川

 新型コロナによる感染症が5類認定され3ヶ⽉が経ち、⼀⾒すると以前のような⽇常が戻りつつあります。しかし、連⽇の猛暑や⼤⾬など様々な気象による影響が各地で出ており、屋内外を問わず体調管理や環境への対応に悩まされる⽇々が続いています。より⼀層利⽤者様の変化に注意し、暑い季節を乗り越えていきたいと思います。                        看護師 齋藤



「花⽕⼤会」 9⽉を迎え、涼しい秋⾵を感じられる季節となってきました。8⽉は猛暑が続いていたため屋外への散歩も控えていましたが、少しずつ屋外の紅葉などを⾒に⾏くことができるようになってきました。 先⽉、イベントが好きな利⽤者のＡさんより、みんなが楽しめる花⽕⼤会をしたい！との要望がありました。担当しているユニットには座れる⽅、寝ている姿勢が楽な⽅など様々な⽅がいます。みんなが楽しめるにはどうしたらよいか、Ａさんや作業療法⼠の⽅、⽀援職員、看護職員みんなで相談し、内容を決めて2回実施することができました。光や動きで⽐較的皆さんが関⼼を向けやすいスヌーズレンを花⽕に⾒⽴てて配置し、花⽕⼤会らしい⾳楽で⽬が⾒えにくい⽅でも雰囲気や⾳楽で楽しんでもらえるように⼯夫しました。また、花⽕⼤会の開催はＡさんだけでなく、他の利⽤者の⽅も協⼒して下さり、⼀緒にたくさんの飾りを作成して下さいました。多くの⽅々の協⼒の結果、光を不思議そうに眺めている⽅、⾳楽にのって⼿を振っている⽅などそれぞれの楽しみ⽅で花⽕⼤会を楽しまれている様⼦が⾒られました。 これからも利⽤者の⽅々がやりたいことをサポートし、より良い⽣活ができるように精⼀杯頑張っていきたいと思います。         理学療法⼠ 稲垣

「初夏」 空梅⾬のような梅⾬が明け、夏の装いとなってきました。街に降りてきて⼆度⽬の夏がやってきます。緑多い公園の隣にあるので、榛名のお⼭の時ほどではさすがにありませんが、居室やリビングの窓から、蝉の声、⾵の⾳、夏の雲、太陽の⽇差しを感じる事ができます。また、公園と反対側には公⽴⾼校の野球グラウンドがあり、学校の放課後や休⽇には、⾼校⽣たちの練習を頑張っている⾳や声、時には⼤きな声で注意している先⽣の声まで聞こえてきます。 新幹線の線路も横を通り、⼆階からにはなってしまいますが、新幹線の⾛る姿、新幹線が⾼速で駆け抜けていく⾳、新幹線の起こす振動（窓を少し揺らす程度ですが）などを感じる事ができます。 野球が好き、乗り物が好き、空を眺めるのが好き、揺れる⽊々を眺めるのが好き、流れる雲を眺めるのが好き、太陽に⼿をかざして影を作るのが好き、聞こえてくる⾳を楽しむのが好き。⾊々な⽅が⼀緒に⽣活をしていく中で、今年の夏も、榛名にはなかった、新しい楽しみを⾒つけていくことができそうです。         理学療法⼠ 井上
「季節の移り変わり」 暑さ寒さも彼岸までと申しますが、まだまだ残暑が厳しい⽇々が続いています。ご家族の皆様はお元気でお過ごしでしょうか。 次第と暑さが和らぎ過ごしやすい季節となりますが、秋花粉の為⽇々⽬のかゆみや⿐炎に悩まされています。早く終わるように願っています。 まだしばらく残暑が続くようですが、ご⾃愛ください。 
           看護師 阿部



「梅⾬明け」 梅⾬明けを控え、本格的に夏がやってこようとしています。じりじりと焼けるように暑い⽇が続いており、ニュースでは災害級の暑さと騒がれています。ですが、センター内は温度管理されているため、利⽤者の皆様は快適に過ごすことができていることと思います。梅⾬の時期は外に出られないことが続いていましたが、猛暑を避けて気温の低い⽇や涼しい時間帯を狙って、利⽤者様と⼀緒に屋外を散歩することも増えてきました。外の空気や⾵を感じたり、花や⽊々に触れたり、新幹線の⾳や浜川公園から聞こえる賑やかな声など屋外でしか感じることのできない体験を通し、コミュニケーションを交わす中で利⽤者様の笑顔が⾒られると、私⾃⾝もとても嬉しく感じます。今年の夏はまだ、各地で異常な暑さに⾒舞われるようですので、熱中症対策など体調管理に⼗分留意し安全に利⽤者様とできる活動を模索していきたいと思います。         理学療法⼠ 清⽔

「応援」 この夏、コロナ禍を過ごしてきましたが、最近になって解禁されたことがたくさんありました。その１つに⾼校野球の「声出し応援」があります。テレビ中継では甲⼦園球場でプレーする選⼿に、スタンドからメガホンを使った声出し応援やブラスバンド、チアリーディングが度々映し出され、思いっきり応援する関係者の姿が印象的でした。⼈は頑張っている⼈を応援したくなる習性があるのでしょう。やっと社会情勢の流れが緩和され、思いに⾝を任せて応援できるようになったと実感しました。 リハビリを仕事としていて、利⽤者を応援している実感を得ることが度々あります。リハビリ職員はいつも間近で寄り添い取り組みを⾒つめ、利⽤者の頑張りを⾒逃さず応援しています。成果を⽬指して取り組みを⾏うその過程に様々な頑張りがみられ、それらに感動することもたくさんあります。だから⾃然と応援したくなり、応援していると感じています。 応援は受ける⼈に時に⼤きな⼒を与えます。応援している⼈に頑張りを⾒せよう、できるところを⾒せよう、すごいと思ってもらおう、喜んでもらおうなど、⾏動や動作のギアを上げることができます。私たち職員も多くの⼈たちから応援してもらっていると感じています。応援してくれている多くの⼈に喜んでもらえるように利⽤者と共に頑張り続けたいと思います。 そして、球場のような派⼿な応援ではないものの、その先に⾒出されたほんの少しの成果もその達成感と共に利⽤者や関係するすべての⼈と⼀緒に喜びたいです。        ⾔語聴覚⼠ ⾕⼝

 残暑が厳しい⽇々が続きますが朝と夜は徐々に涼しくなり秋の訪れを感じます。 現在私は短期⼊所のユニットを担当させていただき様々な利⽤者様と関わらさせて頂いています。お家とは違う環境の中で出来るだけ普段と同じような⽣活を送れ、そして少しでも楽しいと思って⽣活できるように⽇々看護を⾏っています。またご両親やご家族の⽅が安⼼して預けられるように信頼関係を築くためコミュニケーションを取っていきたいです。           看護師 安原



編集後記

「はじめまして」 記録的な暑さを乗り越え、⾵が⼼地よく感じる季節になりました。夜間に寒さを感じ、こんな時期もあったなあと、懐かしく感じるほどに今年の夏は暑くて⼤変だったと感じております。感染対策が緩和されたこともあり、多様な形で皆さんの記憶に残る夏になったのではないでしょうか。 私は、昨年12⽉より利⽤者さんとご⼀緒させていただいています。半年以上経ち、たくさんの“はじめまして”がありました。その⽅によって様々な表現の仕⽅があり、この動きはこう伝えたいとき、など、僅かでも先⼊観のもとに⾃分が⽣活していることに気づかされました。それ以降、その⽅を知りたい、同じ⽬線で景⾊を⾒たい想いで関わりを持ち、⽇々利⽤者さんに頭を柔らかくしていただいている気持ちです。 職員含め、暑さから寒さが⽬⽴つと、季節の変化とともに気持ちの変化も⽬⽴つようになります。季節の変化、気持ちの変化、できることの変化…これからもたくさんの“はじめまして”と新しい景⾊にご⼀緒できると嬉しいです。         認定⼼理⼠ 井野

「戻りつつある⽇常」 浜川に移転後、2回⽬の秋を迎えようとしていますが、例年よりまだまだ猛暑が続いており体調管理もより必要となっています。 さて、今年は各地のお祭りなど様々なイベントが復活し、かつての賑やかな⽇常に戻りつつあると感じ嬉しく思う反⾯、かつて経験ないほどの規模の⾃然災害のニュースも多く⽿に⼊り、不安に思うことも多くあります。 ⽬覚ましく変化していく世の中に追いついていく事がやっとの⽇常に疲れ気味の毎⽇ですが、そんなこと全く関係ないよ、と⾔わんばかりの純粋な眼差しで⾒つめてくる利⽤者様の瞳に、わが不安を⼀瞬でも忘れさせてくれるパワーがあることを改めて気付かされる今⽇この頃です。 今後もこの澄みきった瞳が曇る事のないよう、各職員間との連携を密にし、気持ちにゆとりを持って邁進していこうと思います。         介護福祉⼠ 伊藤

 10⽉に⼊り、急激に気温が下がりましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。5⽉から新型コロナウイルス感染症が5類に移⾏されましたが、私共施設では、多少制限が緩和されましたが、継続して感染対策を⾏っております。皆さんのお⼿元に広報誌が届くころには私は７回⽬のワクチン接種を⾏っていることでしょう。 また、冬に流⾏のピークが来るインフルエンザですが、今年は夏の暑い時期に季節外れのインフルエンザが流⾏していました。インフルエンザに罹患する前に早めの予防接種を受けこれから来るであろうインフルエンザの流⾏を乗り越えましょう。※ 7〜9⽉の出来事を掲載しているため多少季節感にズレが⽣じます         法⼈事務局 萩原



《県道１０号前橋安中富岡線からの順路》
① 「井出」の信号を⾼崎⽅⾯(県道１２３号柏⽊沢⼤⼋⽊線)へ⼊る。
  （前橋⽅⾯からの場合は左折、安中⽅⾯からの場合は右折）
② 最初の信号を直進。
③ 次の「⼤⼋⽊町⻄」の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと右側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

《市道⾼崎環状線からの順路》
① 「下⼩⿃町⻄」の信号を箕郷⽅⾯(県道２８号⾼崎東吾妻線)へ⼊る。
  （⾼崎市街地⽅⾯からの場合右折、安中⽅⾯からの場合左折）
② 道なりに進みY字路になっている交差点を右折。
③ 最初の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと左側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

〜交通アクセス〜

こちらからHPにアクセスできます

所在地  群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町168-1
T E L    027-361-6111
F A X    027-361-6112
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